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　情報技術が進むにつれて，最初のよちよち歩きが，いつの間にか何とか実用の領域にたど

り着いたかと思うと，次の段階ではその応用が怒涛の迫力で実社会へ溢れてくる，という例

が頻出するようになった．そのよい例が画像処理である．画像入力の技術が進歩し処理装置

の性能が飛躍的に高まったことによって，画像の意味の分野にまでかかわることができるよ

うになってきている． 

　今月号の特集は「安全と安心のための画像処理技術」．前田賢一，土井美和子がエディタ．

まず自動車の周辺自動監視とドライバーの顔の向き検出を組み合わせた“不注意車線変更警

報”などの話から始まり，普通の街中で使用できる汎用ステレオビジョン，エレベータ周辺

の安全確保のための“待ち伏せ検知”と“暴れ検出”，介護者のための技術支援，一網打尽に

なりがちな街頭映像の処理へのアクセス権の導入などが続き，監視カメラで犯される権利は

肖像権ではなく，“個人の行動の自由の権利”であるという主張からの議論で締める．社会

が技術の進歩にあたふたしないようにしたいものだ．

　「リビングから始めるユビキタス－情報家電インタフェース－」（橋本政朋，泉田大宗，森

彰）は，「ニュースが見たい」と喋ると，その時点で放送されていればその番組が，されてい

なければ最新の録画が，それぞれ提供できるような概念体系が提案される．

　「Webサービスの分散運用管理標準－WSDM」（加藤英晴）は，Webサービスの基盤上でリ

ソースやサービスを管理するための標準仕様．

　『「情報学を創る」－科研プロジェクトがめざしたもの「発足の経緯とその展開」』（安西祐

一郎，安達淳）は，5年間続いた科学研究費のプロジェクトの概要紹介．内容については今

月号から連載される．「新しいソフトウェアの実現－科研「情報学」プロジェクト A01柱を振

り返って－」（玉井哲雄，稲葉雅幸，外山芳人）はそのトップバッター．計算資源の有効活

用による，高信頼性ソフトウェア開発の高生産性の追及，といった内容．

　シリーズ“これからの情報処理学会”の今月号の分は，論文誌の越し方行く末を論じてい

る「選ばれる論文誌を目指して」（平田圭二）と，主に論文に着目した「産学連携と情報処理

学会」（阿草清滋）の2稿．いずれも考えさせる内容である．

　シリーズ“研究会千夜一夜”としては，「データベース2.0あるいはデータベースシステム

研究会の今」（石川博）と「要求工学の勧め（ソフトウェア工学からの発信）」（海谷治彦）を

いただいた．

　「ビジネスと国際標準，その合意形成」（�川勝久）は“標準化よもやま話”のシリーズ．

合意形成テクニック（？）と標準化活動への参加の薦め．

　「普及手段としてのOSSプロジェクト」（平林俊一）は “使えるミドルウェアの開発”の紹介．

　「第17回全国高専プログラミングコンテスト同行の記」（堀内征治）は2006年10月に行わ

れた“プロコン”について．NHK主導のロボコンとほぼ同期間続いているイベント．

　「IEEE Computer Society 60周年記念式典報告」（中島秀之）は，3時間の式典のためだけ

にサンディエゴ往復をした苦労話，ではなく式典の様子の紹介． 

　同じ会での受賞記念講演が「IEEE-CSコンピュータ・パイオニア・アワード受賞講演」（穂

坂衛）．MARS101の開発話が興味深い．

　「スーパーコンピュータSX開発の思い出－S. Cray賞の受賞にあたって－」（渡辺貞）では，

幻と終わった並列プロセッサ構成でのメモリ（257個）の配置が面白かった．

　「IFIP－情報処理国際連合－近況報告」（中島秀之他）もある．（Kuwm）
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